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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

育成すべき資質・能力 定義 
レベル１ レベル２ レベル３（目安） レベル４ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 
努力を要する もう少しで満足できる 概ね満足できる 十分満足できる 

知識 
技能 

基礎的・基本的な 
知識・技能の習得 

授業等において、
基礎的・基本的な
事項について、習
得している 

授業内容に対して興味・
関心をもち、基礎的・基
本的な内容について、身
につけようと努力して
いる。 

授業内容に対して興味・
関心をもち、基礎的・基
本的な内容について身
につけている。 

授業内容に対して興味・
関心をもち、身につけた
知識・技能を利用でき
る。 

授業内容に対して興味・
関心をもち、身につけた
知識・技能を課題解決に
利用するとともに、新た
な知識や技能に対して
つながりを見出すこと
ができる。 

地
域
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー 

思考力 
判断力 
表現力 

考える力 
課題を見つけ、解
決するために考え
ることができる力 

課題を自ら見つけるこ
とは困難だが、指示があ
れば取り組むことがで
きる。 

課題を自ら見つけ、やる
べきことについて理解
し、アドバイス等の支援
があれば、取り組むこと
ができる。 

課題を自ら見つけ、積極
的に課題解決に向け取
り組むことができる 

課題を自ら見つけ、他者
の意見を参考にしなが
ら最適な解決策を用い
て、課題を解決できる。 

思考力 
判断力 
表現力 

発信する力 
自分の意見をわか
りやすく伝える力 

他者に助けてもらいな
がら、自分の意見を伝え
ようと努力している。 

自分の意見を整理し、相
手に伝えることができ
る。 

伝えたいことを自分な
りに整理し、相手に理解
してもらえるように、伝
えることができる。 

相手の立場、気持ちを考
え、具体的に例を用いな
がら、最善の手段で伝え
ることができる 

思考力 
判断力 
表現力 

傾聴力 
相手の意見を注意
深く聞く力 

相手の意見を素直に聞
こうとしない。または、
聞き入れて理解しよう
としていない。 

相手の意見を聞くこと
はできる。 

相手が話しやすい雰囲
気づくりをしており、意
見を素直に聞くことが
できる。または、理解し
ている。 

相手の意見を前向きな
気持ちで素直に聞き、適
切なタイミングで質問
ができる。 

学びに
向かう
力・人
間性等 

社会に必要な力 
社会のルールを守
る力や時間管理で
きる力 

学校や授業のルールや
マナー、時間管理などに
ついて理解しているが、
行動が伴わない。しか
し、指摘をされたらその
場で正すことが出来る。 

学校や授業、時間管理、
社会のルールやマナー
を理解しており、周囲に
迷惑をかけないよう行
動できる。 

学校や授業、時間管理、
社会でのルールやマナ
ーを理解しており、自ら
の行動について適切に
律することが出来る。 

学校や授業、時間管理、
社会のルールやマナー
を理解しており、周囲に
注意を促しながら行動
できる。また、困ったこ
とがある場合には、報
告・連絡・相談を行うこ
とができる。 

学びに
向かう
力・人
間性等 

働きかけ力 

他者の価値観を尊
重し、周囲の人を
巻き込み一緒に動
く力 

周囲の人への働きかけ
が十分でない。 

周囲の人と協力して取
り組むことができるが、
新しい提案はできない。 

自らが動き、周囲の人に
声かけをすることがで
きる。または、他者の考
えを共有して行動でき
る。 

周囲の人に、目的を共有
する働きかけを積極的
に行い、理解を得たうえ
で、周囲の人と一緒に動
いている。 

学びに
向かう
力・人
間性等 

職業意識・勤労観 

自己の進路目標達
成のために、計画
的に考えることが
できる 

仕事の内容について、理
解し、自分の進路につい
て、イメージをもつこと
ができる。 

学校で学んだことから、
働くことの意義や仕事
内容を理解し、自分の進
路について考えること
ができる。 

将来の仕事を見据えな
がら、学校で学んだこと
をいかそうとしている。
また、進路計画を立てる
ために必要な情報を選
択し、計画的に考えるこ
とができる。 

将来の仕事を見据えな
がら、学校で学んだこと
や経験・体験したことを
いかし、希望する進路実
現に向けて、自ら課題を
設定し、その課題を解決
することができる。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

地域をハッピーにするテクニカルヒーロー ～地域の発展に貢献し、工業人として活躍できる人～ 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 
 
①基礎的・基本的な知識・技能の習得   ②考える力           ③発信する力           ④傾聴力 
⑤社会に必要な力            ⑥働きかけ力          ⑦職業意識・勤労観  

【生徒／学校の現状】 
・学習習慣が確立されておらず、基礎学力や学習意欲が低い。 
・基本的生活習慣や規範意識、社会への適応能力が身についていな
い。 
・進路目標が明確でなく、工業人としての意識や技能が低い。 
・自己肯定感が低く、コミュニケーション能力が不足している。 
・物事に対する積極性や判断力が欠如している。 
・地域行事に参加し、地域連携に多く取り組んでいる。 

【教育目標】 
・知性を高め、真理と自由を愛する精神を養う。 
・自ら学び、自己を高めて自信を持って生きることのできる力を身に 
付けさせる。 

・互いの個性を尊重し、思いやりと規範意識のある人間を育成する。 
・心身を鍛え、健康で責任感のある人間を育成する。 
・技術・技能の基礎を身に付けさせ、勤労をたっとび、責任を重んじ、 
社会に貢献する人間を育成する。 

【予想される社会の変化】 
・情報化、グローバル化、ＡＩ時代による多様な人とのコミュニケー 
ションの重要性、地球環境の変化への適応能力が必要な時代とな 
る。 

・人口減少・高齢化の進行に伴い、現役世代一人ひとりの力が、より 
一層期待される。 

【学校像/学校経営計画】 
・産業界のニーズに応えられる人材を育成するとともに、心身共に健 
康な生徒を育成する学校。 

・キャリア教育を通して、工業人として職業観・勤労観を育む学校。 
・コミュニケーション能力を高め、個性・能力を伸ばし、自信と誇り 
のもてる活力ある学校。 

・地域と連携し、地域に貢献する学校。 


